
新型コロナウイルス・オミクロン株の BA.5 系統および BQ.1.1 系統

が、高温で増殖しづらいことを解明 

 

＜発表のポイント＞ 

◆現在、世界的に流行している新型コロナウイルスのオミクロン株（BA.5 や BQ.1.1）をヒト

肺胞上皮に感染させると、40℃でウイルスの増殖能が大きく減弱した。 

◆発熱により、オミクロン株の肺での増殖が大きく抑制されると考えられた。 

 
異なる温度における新型コロナウイルスの増殖能 

ヒト iPS 細胞から作製した肺胞上皮細胞に新型コロナウイルス（デルタ株、BA.5 系統、

BQ.1.1 系統）を感染させ、37℃あるいは 40℃で培養し、ウイルス増殖能を解析した。 

 

＜内容＞ 

京都大学医生物学研究所 微細構造ウイルス学分野の野田岳志教授・村本裕紀子助教、iPS 細

胞研究所の後藤慎平教授、東京大学医科学研究所 ウイルス感染部門の河岡義裕特任教授らの

研究グループは、デルタ株、BA.5 系統、BQ.1.1 系統の新型コロナウイルスをヒト iPS 細胞（注

１）から作製した肺胞上皮細胞（注２）に感染させ、37℃あるいは 40℃で培養し、各ウイルス

の増殖能を比較解析しました。 

新型コロナウイルス変異株のオミクロン株は、現在も流行を続けています。オミクロン株は、

主に 5 つの系統（BA.1、BA.2、BA.3、BA.4、BA.5）に分類されますが、近年は BA.5 系統から

派生した BQ.1.1 系統（注３）や BA.2 系統から派生した XBB 系統などの変異株が多くの国で

流行しています。オミクロン株は、これまでに流行してきたデルタ株等と比較すると比較的病

原性が低い可能性が示唆されていますが、その理由については明らかにされていませんでした。 

研究グループが、平熱時の肺の温度である 37℃で各ウイルスの増殖能を解析したところ、す

べてのウイルス（デルタ株、BA.5 系統、BQ1.1 系統）が肺胞上皮細胞で効率よく増殖すること

を確認しました。一方で、新型コロナウイルス感染により発熱した際の肺の温度である 40℃で

各ウイルスの増殖能を解析したところ、デルタ株ではウイルス増殖能が少ししか減弱しません



 

でしたが、BA.5 系統では約 1/1000 に減弱し、さらに BQ.1.1 系統ではウイルスがほとんど増

殖しませんでした。 

本研究で得られた成果は、オミクロン株がデルタ株など従来の変異株と比較して低い病原性

を示す理由のひとつと考えられます。さらに、オミクロン株感染に対する発熱応答が生体防御

に重要な役割を果たす可能性を示唆しており、オミクロン株感染患者に対して解熱剤の適切な

使用法を考える上で重要な情報になると考えられます。本研究は 4 月 24 日、英国医学誌「The 

Lancet Microbe」（オンライン版）に公表されました。 

なお、オミクロン株感染患者の発熱応答と臨床症状・重症度との関係については現時点では

明らかではなく、今回の結果は、オミクロン株感染患者に対する解熱剤の使用を否定するもの

ではありません。 
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(JP223fa627001）、科学技術振興機構（JST）CREST（JPMJCR20HA）、日本学術振興会（JSPS）
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スに対する免疫応答・病態解明および抜本的対策の研究開発」プロジェクトの一環として行わ

れました。 

 

＜用語解説＞ 

（注１）iPS 細胞 

induced pluripotent stem cell（人工多能性幹細胞）の略。体細胞に初期化因子を導入すること

により樹立される多能性幹細胞。ほぼ無限に増殖できるほか、様々な臓器の細胞を作製するこ

とができる。 

 

（注２）肺胞上皮細胞 

肺胞表面に存在する細胞。扁平な構造をとり効率よく酸素を取りこむ 1 型肺胞上皮細胞と、肺

サーファクタントの分泌や組織幹細胞（自己増殖能と 1 型肺胞上皮細胞への分化能を持つ細胞）

としての役割を持つ 2 型肺胞上皮細胞に分類される。新型コロナウイルスは 2 型肺胞上皮細胞

に感染する。 

 

（注３）BA.5 系統から派生した BQ.1.1 系統 

新型コロナウイルスの変異株の 1 つであり、2023 年 4 月現在、世界各国で流行する新型コロ

ナウイルスのほとんどがオミクロン系統のウイルスである。特に、オミクロン株の BA.5 系統

から派生した BQ.1 系統、BA.2 系統から派生した XBB 系統が世界的に流行している。 

 


